
新型コロナウイルスの影響で、紙面に掲載したイベント
等は、中止又は内容が変更になる場合があります。

再び感染が拡大しないよう感染防止の3つの基本にご協力をお願いします。

1．身体的距離の確保　　2．マスクの着用　　3．手洗い
最新情報は市ホームページ
をご覧ください。
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坂
戸
市
は
安
定
し
た
台
地
と
豊
か
な
水
源
、
肥
沃
な
低
地

に
恵
ま
れ
、
い
に
し
え
か
ら
人
々
の
生
活
が
営
ま
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
市
内
に
は
旧
石
器
時
代
か
ら
中
近

世
に
至
る
ま
で
の
遺
跡
が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

市内で発掘された貴重な埋蔵文化財
眠りからさめた武人（P7参照）
　５世紀後半（古墳時代中期）築造と推定される入
西石塚古墳から武器・武具・鏡などの豊富な副葬品
が発見され、大

た ち

刀に刻まれた円形の文様は全国初
の発見例となり、各メディアで紹介されました。

古代官道「東
とうさんどうむさしみち

山道武蔵路」（P4参照）
　７世紀後半（奈良時代直前）以降に、都と地方を
結ぶ幹線道路（官道）が全国で整備されます。その
一つ「東山道武蔵路」と推定される大規模な道路
跡が市内２か所で発見され、注目を集めました。

・登録されている遺跡（埋蔵文化財包蔵地）の数  152か所

・平成30年度 発掘調査件数 市内 16件（県内 219件）

県内有数の発掘のまち

T
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N
坂
さかどじんじゃ

戸神社遺跡５区（中富町）：奈良・平安時代の竪穴住居跡や掘立柱建物跡を複数発見（P4・5地図参照）
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INTERVIEW

発掘調査の流れ

事前の試堀調査成果などをもとに、
遺跡に影響の少ない土を重機に
よって除去します。除去できる土
は調査地点ごとに異なるため掘削
の深度は調査員が見極めます。

1  重機による掘
く っ さ く

削 3  記録作成2  人力による掘削
検出された住居跡などの遺

い こ う

構を人
力で慎重に掘削していきます。遺
構は土色や含有物の違いを見極め
ながら掘削していき、出土した土
器などの遺物は出土状況を記録し
ながら取り上げていきます。

遺構の形や土の堆積状況などを計
測し、図面を作成します。また、
遺構や遺物の出土状況などの写真
を撮影します。遺跡の調査は一度
きりなので、調査員は正確で精密
な記録を残すように努めます。

出土遺物に付着した土を水洗いで
丁寧に除去します。乾燥後、出土
遺物一つ一つに、遺跡名や出土遺
構などの情報を細かい文字で記入
していきます。（この作業を注記と
いいます）

1  洗浄・注記作業 3  報告書作成2  接合・復元
遺構ごとに分けた膨大な破片資料
を、器形や模様、色調などを手掛
かりにしてパズルのように組み立
てていきます。接着材で接合した
のち欠損部分には石

せ っ こ う

膏を補い復元
します。

出土遺物の正確な情報を計測、観
察し、実測図の作成や写真撮影を
行います。発掘調査時に作成した
記録とともに整理・編集・執筆作
業を経て、発掘調査報告書が刊行
されます。

整
理
作
業

現
場
作
業

学
芸
員  

山
本 

良
太

ま
ち
の
歴
史
に

　
　
　
興
味
を
も
っ
て
ほ
し
い

歴史民俗資料館ってどんなところ？
　資料館は市内各地から寄贈・収集された民俗資料や市内の遺跡で出土した考古
資料を保管・展示しています。そして、どこかノスタルジーな資料館の建物そのものも、
昭和13年に建築された勝呂小学校校舎の一部を移築したもので、当時の姿を現在
に伝える立派な文化財の一つと言えます。資料館には坂戸の歴史がぎっしりとつまっ
ています。ぜひ気軽に足を運んでいただき、坂戸の歴史を体感してみてください。

市民の皆さんへ
　皆さんの身近なところや、地中には数多くの文化財があります。
　我々が住んでいるまちがどのような歴史を歩んできたのか、先人たちがどのよ
うな生活をしていたのか、この機会に興味をもっていただければと思います。

学芸員ってどんな仕事？
　学芸員は、市内にある多種多様な文化財を取り扱う専門的な仕事を行っています。
　主な業務は、文化財を守り未来へ受け継いでいくため、遺跡の発掘調査や市内
文化財の調査・修復・保存などを行っています。また、資料館の展示や出前講座な
どを通じて郷土の歴史や、文化財の魅力を発信することなども大切な業務の一つです。

現場での発掘作業と、資料館へ持ち帰った遺物の整理作業に分けられます。

歴史民俗資料館
特集 古代の足跡
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坂戸市役所坂戸神社遺跡5区
（P2）

2
4

※坂戸市に関することは赤字 42020.07　Sakado

▼廂
ひさしつきほったてばしらたてものあと

付掘立柱建物跡

▼遺物出土状況

◀調査区全景

▲馬場遺跡３区

▼町東遺跡４区五
ご た ん だ

反田遺跡７区［小沼 ］

出土品

市

主
内
の

な

約 3万5千年前約1万5千年前約1万 2千年前約2,300年前約1,750年前

中
小
坂
・
横
沼
地
区
で

石
器
出
土

大
陸
か
ら
日
本
列
島
に

人
が
渡
っ
て
く
る

上記遺跡の番号と対照しています。

土
器
・
弓
矢
の
使
用

坂
戸
市
域
で
最
古
の

土
器
出
土

坂
戸
市
域
の
各
所
で
集

落
が
営
ま
れ
る

大
家
地
区
で
多
彩
な
耳

飾
り
出
土

稲
作
の
伝
来
、
鉄
器
の

使
用

青
銅
器（
銅
鐸
な
ど
）の

使
用

墳
丘
墓
の
出
現

前
方
後
円
墳
の
出
現

旧 石 器縄 文弥 生 時
代

で
き
ご
と

７世紀後半に創建された古代寺院。
伽
が ら ん

藍※を伴う古代寺院としては県内最大規模。
※寺院における建物群のこと

市内２か所で古代官道「東
と う

山
さ ん

道
ど う

武
む

蔵
さ し

路
み ち

」※と考えられる直線
的な大規模道路遺構を発見。
道路遺構は道幅約11ｍで、両
側には側溝が掘られています。
※武

む さ し こ く ふ

蔵国府（国の役所）と東山道（京都
　から東北へ向かう道）を結ぶ古代官道

勝
す ぐ ろ は い じ

呂廃寺 ［石井］上
か み や

谷遺跡10区
［中小坂 ］

縄文

奈良

奈良

古墳

町
まちひがし

東遺跡４区・馬
ば ば

場遺跡３区
［戸宮 ］　　　　  ［塚越 ］

マークが付いている遺跡の出土品はP6�～7で紹介しています。出土品

縄文時代中期の住居跡が弧を描
くように並んで発見。住居内か
らは炉に使用された土器や生活
に使用していた土器を多数発見。

古墳時代前期の墓制である方
ほ う

形
け い

周
しゅう

溝
こ う

墓
ぼ

を３基発見。方形周溝墓
の周溝内からは墳

ふんきゅう

丘上に置かれ
ていたとみられる多量の土

は じ き

師器
が出土。

出土品


